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トピックス2 第 11 次 5ヵ年計画で大きく進展した中国の国家グリッド
　中国の温家宝首相は、2011 年 3 月 14 日、第 11








以降、中国の 5 ヵ年計画に HPC 関連の研究計画






























　2011 年 3 月 14 日の中国の第 11 期全国人民代表大会で、第 11 次 5 ヵ年計画（2006 年—2010 年）
の活動報告が行われ、スーパーコンピュータなど先端科学技術に大きな進展があったと紹介された。
主な研究対象は、ペタ FLOPS スーパーコンピュータ（HPC システム）開発、グリッドサービス環
境の構築、HPC システムとグリッドに対するアプリケーションソフトウェア開発であった。CNGrid
（China National Grid）と呼ばれるグリッドには、11 サイトが属し、リソースの合計は性能で 430 テ
ラ FLOPS 以上、記憶容量は 2200 テラバイトである。CNGrid は、700 以上のプロジェクトで使用さ
れ、ユーザ数は 1,400 以上となっている。今後、3 つのペタ FLOPS 性能の HPC システムのサイト
も加わる予定である。
参　考
1）　The Path to Petascale Computing in China（Xue-bin Chi Super Computing Center, CNIC, CAS）
2）　R&D on HPC and Grid in China’s High-tech Program（Depei Qian, Beihang University）




技術の研究開発プログラムの一つであり、1986 年 3 月に、
中国のシニア科学者が当時の鄧小平主席に提言し承認さ
れた国家ハイテクプログラム。この年月を用いて 863 プロ
グラムという。HPC もその対象の一つに含まれる。
注 2：グリッドとは、ネットワーク上に分散した多様な計
算資源や情報資源、例えばコンピュータ、記憶装置、など
を一つの仮想コンピュータとして利用する環境を指す。
